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平成２８年度改選７委員会で２７人の女性登用（８人増）

                          

平
成
２
８
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
に

よ
り
、
旧
法
の
農
業
委
員
の
任
期

満
了
順
に
改
選
が
行
わ
れ
て
お
り
、

本
県
で
は
、
山
県
市
、
各
務
原
市
、

瑞
穂
市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
、
恵

那
市
と
改
選
が
進
み
、
郡
上
市
が

平
成
２
９
年
３
月
１
日
に
改
選
さ

れ
ま
す
。 

山
県
市
は
、
農
業
委
員
２
０
名

か
ら
、
農
業
委
員
１
４
名
＋
推
進

委
員
１
２
名
で
２
６
名
の
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
女
性
委
員

は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
新
体
制
で
は

農
業
委
員
に
女
性
を
３
名
登
用
、

さ
ら
に
推
進
委
員
に
も
女
性
を
２

名
登
用
し
、
県
下
初
の
女
性
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
誕
生
と

な
り
ま
し
た
。 

各
務
原
市
は
、
農
業
委
員
２
７

名
か
ら
、
農
業
委
員
１
９
名
＋
推

進
委
員
１
６
名
で
３
５
名
の
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
も
、
今
ま

で
女
性
委
員
は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、

新
体
制
で
は
女
性
農
業
委
員
が

２
名
誕
生
し
ま
し
た
。 

瑞
穂
市
は
、
農
業
委
員
２

７
名
か
ら
、
農
業
委
員
１
４

名
＋
推
進
委
員
１
０
名
で
２

４
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
４
名
の
女
性
農
業
委

員
が
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
４
名
全
員
が
新
農
業
委

員
に
継
続
登
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
５
月
１
日
、
市
橋

直
子
委
員
（
６
期
目
）
が
、

県
下
初
の
女
性
農
業
委
員

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

              

飛
騨
市
は
、
農
業
委
員
２
８
名
か
ら
、

農
業
委
員
１
９
名
＋
推
進
委
員
１
５
名

で
３
４
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
５
名
の
女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
名
が
継
続
登
用
、

３
名
が
新
た
に
登
用
さ
れ
、
５
名
を
維

持
し
ま
し
た
。 

下
呂
市
は
、
農
業
委
員
２
５
名
か
ら
、

農
業
委
員
１
４
名
＋
推
進
委
員
１
２
名

で
２
６
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
２
名
の
女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
名
が
継
続
登
用
、

１
名
が
新
た
に
登
用
さ
れ
、
２
名
を
維

持
し
ま
し
た
。 

恵
那
市
は
、
農
業
委
員
３
６
名
か
ら
、

農
業
委
員
１
９
名
＋
推
進
委
員
２
２
名

で
４
１
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
５
名
の
女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
名
が
継
続
登
用
、

３
名
が
新
た
に
登
用
さ
れ
、
５
名
を
維

持
し
ま
し
た
。 

郡
上
市
は
、
農
業
委
員
２
８
名
か
ら
、

農
業
委
員
１
９
名
＋
推
進
委
員
１
９
名

で
３
８
名
の
体
制
と
な
り
ま
す
。
就
任

は
３
月
１
日
で
す
が
、
議
会
同
意
は
済

ん
で
お
り
、
今
ま
で
３
名
の
女
性
農
業
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の
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会
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委
員
が
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２

名
が
継
続
登
用
、
１
名
が
新
た
に
登
用

し
３
名
を
維
持
で
き
そ
う
で
、
さ
ら
に

推
進
委
員
に
も
女
性
が
１
名
登
用
さ
れ

る
よ
う
で
す
。 

残
り
の
３
５
農
業
委
員
会
は
、
平
成

２
９
年
７
月
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
一

斉
に
改
選
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
７
月
末
に
は
県
内
全
て
の
農
業

委
員
会
の
新
体
制
移
行
が
完
了
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

               

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い

て
、
農
業
委
員
と
、
法
改
正
に
よ
っ
て

新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
が
始

ま
っ
て
い
た
り
、
定
数
・
報
酬
条
例
の

改
正
や
選
任
規
則
な
ど
の
整
備
、
各
委

員
の
募
集
の
準
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

      

９
月
１
６
日
、
「
瑞
穂
市
総
合
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
県
女
性
農
業
委
員

協
議
会
の
総
会
を
開
催
し
、
県
内
の
女

性
農
業
委
員
３
０
名
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
１
名
の
ほ
か
、
関
係
者
含

め
４
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
総
会
で
、
新
た
に
会
員
に
女
性

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
加
え
る

こ
と
と
し
、
組
織
の
名
称
を
「
ぎ
ふ
農

業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

   

１
０
月
２
６
日
、
岐
阜
市
「
も
え
ぎ

の
里
」
で
地
域
食
材
を
使
っ
た
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

全
国
農
業
新
聞
が
昨
年
度
か
ら
「
農

家
の
レ
シ
ピ
」
を
提
供
し
て
い
る
ク
ッ

ク
パ
ッ
ド
や
岐
阜
市
の
広
報
な
ど
で
参

加
者
を
募
り
、
２
３
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
女
性
農
業
委
員
・

推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
職
員
ら
が
講

師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
、
計

４
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

   

料
理
教
室
は
、
地
域
食
材
を
利
用
し
、

簡
単
で
美
味
し
く
短
時
間
で
作
れ
る
よ

う
考
え
ら
れ
た
レ
シ
ピ
で
実
施
。
白
川

町
の
佐
伯
美
智
代
農
業
委
員
が
栽
培
し

た
ト
マ
ト
を
使
っ
た「
ト
マ
サ
バ
ご
飯
」

や
、
富
加
町
の
河
野
常
子
農
業
委
員
が

食
農
教
育
活
動
を
通
じ
て
栽
培
し
た
カ

ボ
チ
ャ
を
使
っ
た
「
焼
売
風
か
ぼ
ち
ゃ 

 

組

織

の

名

称

を

「
ぎ
ふ
農
業
委
員
会

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

」
に

変

更

！

 

女
性
農
業
委
員
オ
ス
ス
メ
！ 

地
域
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
！

↑山県市の農業委員任命式 

↑
講
師
は
女
性
農
業
委
員 

→
料
理
教
室
で
の
試
食
会 
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餅
」
、
岐
阜
市
農
業
委
員
会
の
高
島
明

見
主
査
が
考
案
し
た
「
鶏
ち
ゃ
ん
」
を

使
っ
た
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
鶏
ち
ゃ
ん
ス

ー
プ
」
の
ほ
か
、
山
県
市
特
産
の
桑
の

木
豆
を
使
っ
た「
桑
の
木
豆
の
春
巻
」
、

郡
上
市
特
産
の
明
宝
ハ
ム
を
使
っ
た

「
明
宝
ハ
ム
の
れ
ん
こ
ん
ス
テ
ー
キ
」
、

本
巣
市
・
瑞
穂
市
特
産
の
富
有
柿
を
使

っ
た
「
富
有
柿
の
ム
ー
ス
」
の
６
品
を

作
り
ま
し
た
。 

参
加
費
は
８
０
０
円
で
、
地
域
食
材

の
お
土
産
付
き
。
参
加
者
か
ら
は
「
短

時
間
で
作
れ
る
の
で
お
弁
当
の
お
か
ず

に
も
良
い
」
「
地
域
食
材
を
使
っ
た
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
で
作
っ
て
い
て
楽
し
か

っ
た
」
「
ま
た
実
施
し
て
ほ
し
い
。
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

    

 

１
１
月
１
６
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市

の
「
逓
信
会
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
東
海
・
近
畿
各
府
県
農
業
会
議
・
女

性
農
業
委
員
等
組
織
主
催
の
標
記
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
農
業

委
員
や
関
係
者
な
ど
１
５
６
名
、
本
県

か
ら
は
、
女
性
農
業
委
員
１
８
名
ほ
か

２
０
名
が
参
加
、
「
新
体
制
に
お
け
る

今
後
の
組
織
対
応
に
つ
い
て
（
全
国
農

業
会
議
所
）
」
、
「
農
業
者
年
金
加
入

推
進
に
つ
い
て
（
農
業
者
年
金
基
金
）」

の
情
報
提
供
や
、
「
地
域
農
業
に
根
ざ

し
た
女
性
農
業
委
員
活
動
の
在
り
方
」 

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
平
成
２
９
年
度
は
滋
賀
県
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

   

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委

員
研
修
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、
１
１
月

１
６
日
〜
１
７
日
、
愛
知
県
一
宮
市
・

安
城
市
に
お
い
て
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

               

１
６
日
は
、
愛
知
県
一
宮
市
の
有
限

会
社
角
田
ナ
ー
セ
リ
ー
を
視
察
し
、
角

田
ミ
サ
コ
専
務
（
元
農
業
委
員
）
か
ら

１
０
０
０
品
目
以
上
、
年
間
１
５
０
０

万
ポ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
経
営
の
内

容
や
、
経
営
規
模
拡
大
の
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施
設
内
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

１
７
日
は
、
安
城
産
業
文
化
公
園
デ

ン
パ
ー
ク
管
理
事
務
所
内
の
会
議
室
で

安
城
市
女
性
農
業
委
員
３
名
か
ら
、
同

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

女

性

農

業

委

員 

研
修
会
に
参
加
！ 

 

女
性
農
業
委
員
・

推
進
委
員
視
察
研

修

会

の

開

催

！

↑東海・近畿ブロック女性農業委員研修会 

↑有限会社角田ナーセリーの角田ミサコ専務 

↑安城市の３名の女性農業委員との意見交換会 
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<編集後記> 
平成２８年４月に改正農業委員会法が施行され、平成２９年７月には県下４２農業委員会が新し

い体制として整うことになり、６つの農業委員会を除いて農業委員会の農業委員の上限定数は１４

名か１９名となります。従前３０名以上の農業委員会ではおよそ半減することになり、活動体制も

十分考慮しなければなりません。また、今回の改正で、農業委員とは別に農地１００ｈａに付き１

名の農地利用最適化推進委員を委嘱することになり、農業委員会の活動が低下しない仕組みが取ら

れます。 
農業委員会は、農業委員と農地利用最適化推進委員の両者で構成され、両委員の構成は市町村毎

に異なり、農業委員会としての活動はこの両委員の役割分担や活動方法などが大きなポイントとな

ります。 
また、今回の改正農業委員会法では女性や若者の登用が「配慮しなければならない」重要事項と

なっており、改選に向けて、女性農業委員の皆様は積極的にご参画いただきますことを強く期待す

るところです。                                 （Ｈ） 

市
の
４
名
の
女
性
農
業
委
員
に
よ
る

「
い
ち
じ
く
」
の
６
次
産
業
化
商
品
開

発
の
取
り
組
み
な
ど
を
聞
く
と
と
も
に
、

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
そ
の
後
デ
ン
パ
ー
ク
の
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。 

     

１
月
１
１
〜
１
２
日
、
東
京
都
「
弘

済
会
館
」
に
お
い
て
全
国
農
業
会
議
所

が
主
催
す
る
標
記
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

女
性
農
業
委
員
や
都
道
府
県
農
業
会
議

職
員
等
１
４
２
名
が
参
加
。
本
県
か
ら

は
、
県
農
業
会
議
が
女
性
農
業
委
員
登

用
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
て
い

る
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
後
藤
会
長
、
市
橋
副
会
長
、
佐
伯

副
会
長
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
（
有
）
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
紀
伊
國
屋 

松
山
剛
士

氏
（
滋
賀
県
大
津
市
）
が
「
女
性
目
線

か
ら
み
た
農
業
経
営
〜
地
域
活
性
化
の

た
め
の
ヒ
ン
ト
〜
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
１
０
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
①
改
正
農
業
委
員
会
法
を
受
け
た
今

後
の
女
性
登
用
対
策
に
つ
い
て 

②

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
向

け
た
女
性
農
業
委
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
と
取
り
組
み
に
つ
い
て 

③
地
域
活

性
化
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
（
６
次
産
業
化
〈
道
の
駅
〉
、
消

費
者
と
の
連
携
、
食
育
活
動
）
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

     

１
月
１
２
日
、
東
京
都
「
弘
済
会
館
」

に
お
い
て
、
女
性
農
業
委
員
登
用
促
進

研
修
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
、
各

県
女
性
農
業
委
員
等
組
織
代
表
や
農
林

水
産
省
の
関
係
職
員
等
８
７
名
が
参
加
。

本
県
か
ら
は
、
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
後
藤
会
長
と
事
務
局

が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
平
成
２
８
年
度
の
活
動

報
告
の
承
認
」
「
平
成

２
９
年
度
活
動
計
画

の
策
定
」
「
会
の
名
称

変
更
及
び
規
約
の
改

定
」
が
上
程
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
「
会
の
名

称
変
更
及
び
規
約
の

改
定
」
の
内
容
は
、
農

業
委
員
会
法
の
改
正

に
よ
っ
て
新
た
に
各
県

組
織
の
会
員
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
加
わ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
組
織
の
名
称

を
「
全
国
農
業
委
員
会

女
性
協
議
会
（
通
称
：

女
性
委
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
」
と
し
、
関
係
す

る
規
約
を
改
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
平
成
３
０
年

度
か
ら
会
費
を
徴
収
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 
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女

性

農

業

委

員 

登
用
促
進
研
修
会 

に

参

加

！ 

 

全

国

女

性

農

業 

委
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総

会

に

参

加

！ 


